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2Ka-2　　　　ヴィタドリア朝後期におけるイギリス労働者階級の花嫁衣装

坂井妙子( 日本女大)

目的：　ヴィクトリア朝後期(19 世紀後半)には、白いドレスとベールは花嫁を表すシ

ンボルとして、上流階級はもとより中産階級の間にも定着したが、人口の大部分を占

める労働者階級はこのシンボルをどのように受けとめていただろうか。このことを解

明するために、次の事項について検討した。

方法：　現存する労働者階級の花嫁衣装、労働者階級の人々によって書かれた自叙伝

等を観察し、彼らがどのようなドレスを着たか検討する。労働者階級の経済状態、生

活態度、サブクラス意識を検討し、さらに中産階級と比較することで、労働者階級の

花嫁が白いドレスとベールに対して持っていたイメージを探る。

結果：　現存する労働者階級の花嫁衣装はすべて色ものである。労働者階級は独自の

価値観と生活態度を持っているため、白いドレスやベールを花嫁の象徴とは意識して

いない。むしろ、けばけばしい、放らつといったネガティブなイメージが強い。以上

のことから、労働者階級は独自の花嫁衣装観を持つことが推測される。

2Ka －3 パ ラ ソ ル の 表 現 性
一宮女子短大　　山村　明子

目的：パラソル（日傘）は本来、日除け用としての実用品である。しかし、多様な素材。

意匠を凝らしたパラソルの中にはその機能を果たせないようなものもあり、実用性を越え

て婦人の装飾品として愛好されていたと考えられる。本報では特にその流行が指摘されて

いる19世紀のヨーロヅパにおける婦人用パラソルについて調査し。r 手に持う装飾品」と

してのパラソルの表現性について考察する。

方法:19 世紀に欧米で発行された婦人用モード雑誌を資料として、当時のパラソルの形状、

流行の様相について明らかにする。さらに文学資料から。パラソルに託す婦人達の心情に

ついて考察する。

結果:18 世紀の自然志向の風潮の申。上流階級の女性達は戸外での散歩の折りなどにパラ

ソルを手にするようになった。そしてJ9世紀にはそれは一般的な服飾品として広く流行す

るに至った。基本的な形状には大きな変化は認められないが、傘の部分が柄に対して平行

に開く物もファッション画にみられた。また極端に傘の小さな物も出現しており。それは

日除けとしての機能よりもファッション性を重視した物であったと考えられる。さらに当

時のポートレートなどに室内での撮影にもかかわらず、パラソルを手にする者もあり。パ

ラソルは淑女の装いの仕上げとして欠かせない物であったことがわかる。
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